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フロー割当を行なうアルゴリズム RP-CFPA を提案しているO まず，信頼性を考慮しない場合のアルゴリズム P-CF

















次に，信頼性の高いネットワークを設計する手法として max-delay-línk 法を提案している。 max-delay-línk 法で
は，障害発生時に生じる迂回トラヒックを収容できるように，各回線の容量に冗長性を持たせておくことにより，ネッ
トワークに障害が発生した場合においても，平均遅延を上限値以下に抑えることが可能なネットワーク設計手法を与
えているO また、この設計手法は単一種類のトラヒックのみならず，複数のトラヒックが混在する場合においても，
同様に適用できることを示しているO
さらに，異なる通信回線が混在するネットワークとして，地上/衛星系統合通信ネットワークを設計するための手
法を提案している O 本手法では，地上局の配置や地上回線の接続形態，地上・衛星回線の容量を設計対象とし，最適
なネットワーク構成を得ることができるO また実際にネットワークを構築する際に生じる地理的な制約等を考慮し
ているため，より現実のシステムを反映したネットワークモデルを扱うことができるものとなっている。
これらの研究は，高機能なパケット交換ネットワークを実現する際にきわめて有用であり，今後のパケット交換ネッ
トワークの発展に寄与するところ大である。よって博士(工学)論文として価値あるものと認める。
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